
公
認
心
理
師
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

公
認
心
理
師
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
三
条
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
一
条

公
認
心
理
師
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
三
条
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り

公
認
心
理
師
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て

必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
大
学
に
お
け
る
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必

要
な
科
目
）

（
大
学
に
お
け
る
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必

要
な
科
目
）

第
一
条
の
二

法
第
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
大

学
に
お
け
る
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な

科
目
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
一
条

公
認
心
理
師
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
大
学
に
お
け
る
公

認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
と
し
て
文

部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
二
十
五

（
略
）

一
〜
二
十
五

（
略
）

（
実
習
演
習
科
目
）

（
実
習
演
習
科
目
）

第
三
条

第
一
条
の
二
第
二
十
四
号
及
び
第
二
十
五

号
並
び
に
前
条
第
十
号
の
科
目
を
教
授
す
る
教
員

（
以
下
「
実
習
演
習
担
当
教
員
」
と
い
う
。）は
、

公
認
心
理
師
の
資
格
を
取
得
し
た
後
、
法
第
二
条

各
号
に
掲
げ
る
行
為
の
業
務
に
五
年
以
上
従
事
し

た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
実
習
演

第
三
条

第
一
条
第
二
十
四
号
及
び
第
二
十
五
号
並

び
に
前
条
第
十
号
の
科
目
を
教
授
す
る
教
員
（
以

下
「
実
習
演
習
担
当
教
員
」
と
い
う
。）は
、
公
認

心
理
師
の
資
格
を
取
得
し
た
後
、
法
第
二
条
各
号

に
掲
げ
る
行
為
の
業
務
に
五
年
以
上
従
事
し
た
経

験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
実
習
演
習
担

令和元年月日 水曜日 第号官 報

〇
文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省
令
第
三
号

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令

和
元
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
公
認
心
理
師
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
八
号
）

第
三
条
第
一
号
及
び
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
認
心
理
師
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
十
月
三
十
日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信





２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

習
担
当
教
員
を
養
成
す
る
た
め
に
行
う
講
習
会
で

あ
っ
て
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
別

に
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
あ
ら
か
じ

め
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出

ら
れ
た
も
の
を
修
了
し
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

当
教
員
を
養
成
す
る
た
め
に
行
う
講
習
会
で
あ
っ

て
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定

め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
文

部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
ら
れ

た
も
の
を
修
了
し
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
七
条
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
者
）

（
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

者
）

第
四
条

法
第
七
条
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

第
四
条

法
第
七
条
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

六
号
）
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
附

則
第
八
条
第
一
項
第
一
号
を
除
き
、
以
下
同

じ
。）に
お
い
て
第
一
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
科

目
を
修
め
て
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
大
学
院
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者
で

あ
っ
て
、
同
法
に
よ
る
大
学
院
に
お
い
て
第
二

条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
そ
の
課
程
を

修
了
し
た
も
の

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

六
号
）
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
附

則
第
八
条
第
一
項
第
一
号
を
除
き
、
以
下
同

じ
。）に
お
い
て
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を

修
め
て
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

大
学
院
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
っ

て
、
同
法
に
よ
る
大
学
院
に
お
い
て
第
二
条
各

号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
そ
の
課
程
を
修
了

し
た
も
の

二

学
校
教
育
法
に
よ
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程

（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文

部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第

五
号
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る

も
の
に
限
る
。
附
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
を

除
き
、
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
第
一
条
の
二
各

号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で

あ
っ
て
、
同
法
に
よ
る
大
学
院
に
お
い
て
第
二

条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
そ
の
課
程
を

修
了
し
た
も
の

二

学
校
教
育
法
に
よ
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程

（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文

部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第

五
号
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る

も
の
に
限
る
。
附
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
を

除
き
、
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
第
一
条
各
号
に

掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
っ

て
、
同
法
に
よ
る
大
学
院
に
お
い
て
第
二
条
各

号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
そ
の
課
程
を
修
了

し
た
も
の

２

法
第
七
条
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

法
第
七
条
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
第
一
条

の
二
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
、
同
法
第

百
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
へ
の
入

学
を
認
め
ら
れ
た
者

一

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
第
一
条

各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
、
同
法
第
百
二

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
へ
の
入
学
を

認
め
ら
れ
た
者

二

学
校
教
育
法
に
よ
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程

に
お
い
て
第
一
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を

修
め
て
卒
業
し
た
者

二

学
校
教
育
法
に
よ
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程

に
お
い
て
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め

て
卒
業
し
た
者

（
死
亡
等
の
届
出
）

（
死
亡
等
の
届
出
）

第
十
八
条

公
認
心
理
師
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に

掲
げ
る
者
は
、
遅
滞
な
く
、
公
認
心
理
師
登
録
証

を
添
え
、
そ
の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労

働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条

公
認
心
理
師
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
認
心
理
師
又

は
戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四

号
）
に
規
定
す
る
届
出
義
務
者
若
し
く
は
法
定
代

理
人
は
、
遅
滞
な
く
、
公
認
心
理
師
登
録
証
を
添

え
、
そ
の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大

臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

死
亡
し
、
又
は
失
踪
の
宣
告
を
受
け
た
場
合

戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十

四
号
）
に
規
定
す
る
届
出
義
務
者

一

死
亡
し
、
又
は
失
踪
の
宣
告
を
受
け
た
場
合

二

法
第
三
条
第
一
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
場

合

当
該
公
認
心
理
師
又
は
同
居
の
親
族
若
し

く
は
法
定
代
理
人

二

法
第
三
条
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。）の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
場
合

三

法
第
三
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る

に
至
っ
た
場
合

当
該
公
認
心
理
師
又
は
法
定

代
理
人

（
新
設
）

附

則

附

則

（
実
習
演
習
担
当
教
員
及
び
実
習
指
導
者
に
関
す

る
経
過
措
置
）

（
実
習
演
習
担
当
教
員
及
び
実
習
指
導
者
に
関
す

る
経
過
措
置
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

実
習
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
四
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
法
第
二
条
各

号
に
掲
げ
る
行
為
の
業
務
に
五
年
以
上
従
事
し
、

又
は
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
、
第
一

条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
開
設
す
る
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
専
修
学
校
の
専
門
課

程
又
は
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
開
設
す
る

同
法
に
よ
る
大
学
院
が
適
当
と
認
め
る
者
を
実
習

指
導
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

実
習
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
四
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
法
第
二
条
各

号
に
掲
げ
る
行
為
の
業
務
に
五
年
以
上
従
事
し
、

又
は
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
、
第
一

条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
開
設
す
る
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学
若
し
く
は
専
修
学
校
の
専
門
課
程
又

は
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
を
開
設
す
る
同
法

に
よ
る
大
学
院
が
適
当
と
認
め
る
者
を
実
習
指
導

者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

様
式
第
二
中「

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」

を「
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
公
認
心
理
師
の
業
務
を
適
正

に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
」

に
改
め
る
。

令和元年月日 水曜日 第号官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。




